
 

 

 ２０２２年８月１４日<聖霊降臨節第１１主日> No. 22503(20) 

年主題 「恵みを数えつつ歩む教会」 

１.礼 拝 順 序 

   司式  役 員 

 奏楽  オ ル ガ ニ ス ト 

 前 奏  

 

招  詞      
  
   

わたしたちを造られた方 

主の御前にひざまずこう。共にひれ伏し、伏し拝もう。 

主はわたしたちの神、わたしたちは主の民 

主に養われる群れ、御手の内にある羊。 

今日こそ、主の声に聞き従わなければならない。 

（詩編９５：６～７） 

○ 讃 美 歌 一編８番（１節、２節 次ページ)       

 主 の 祈 り （次ページ） 

○ 交 読 文 １ 詩篇第１編       (別冊交読文Ｐ．１) 

〇 信 仰 告 白 使徒信条                  (次ページ) 

 聖 書 
ローマの信徒への手紙１２章１４～２１節 

（新約Ｐ.２９２） 
 祈 祷    ウェイン・ジャンセン牧師  
 説 教 ｢祝福と呪い｣ 
 祈 祷 ウェイン・ジャンセン牧師  

〇 讃 美 歌 一編２７６番（１節、２節 次ページ）      
 奉 献 お当番  

 讃 美 歌 ２１-６５-２番 

〇 頌 栄 ２１-２９番 

〇 祝 祷 ウェイン・ジャンセン牧師 
 報 告  

 祈 り の 時 牧師が与えられるように、伝道献身者が起こされるように。 

 後 奏  

２. 集 会 案 内 

○礼拝前祈祷会 １０:１５ 於：礼拝堂前方 
〇礼拝堂お掃除 礼拝後  

〇８月度定例役員会 １５:００～於:教育館  
※聖書研究・  祈祷会は休会中です。 

  それぞれの場にあってお祈りください。 

聖 書 (聖書日課・木曜日) Ⅰペトロ 2:14～36 

今月の 

祈り  

• コロナウイルスに感染された方々のご快復と、感染症の一
日も早い終息のために。医療従事者の方々のために。 

• 伝道献身者のために。神学校のために。宣教師のために 

• 土地・建物返済献金(年間目標額: １００万円)をおささげ
出来ますように。 

• 教区祈りのカレンダーより祈る教会：立川教会  

保科けい子牧師、創立 1951年、現住陪餐 30､礼拝出席 20､
祈祷会出席 4、ＣＳ出席 5、予算 500万円。 

祈りの課題：創立 71 年の私たちの教会は、4月から新し
い牧師を迎えます。この地での働きが、これまでより一層
豊かに祝されることをお祈りください。 

○次週主日礼拝 ８月２１日(日)１０時半  聖霊降臨節第１２主日 
         

「愛する者を鍛えられる主」 

ヘブライ人への手紙 １２章４～１３節 
                       高橋貞二郎牧師 

司  式：役員 奏楽 オルガニスト 

礼拝当番：お当番 

招  詞:イザヤ書４６章３～４節 交読文：２９ 詩１２１篇 
讃美歌： ２１－１６(１、２) ２１－４６４(１、２) 
〇礼拝前祈祷会 １０:１５礼拝堂前方 

〇礼拝堂お掃除 礼拝後  



 

【主の祈り】 

天にまします我らの父よ。 

願わくは御名（みな）をあがめさせたまえ。 

御国（みくに）を来たらせたまえ。 

みこころの天になるごとく、 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用（にちよう）の糧（かて）を 

今日も与えたまえ。 

我らに罪を犯す者を我らが赦（ゆる）すごとく、 

我らの罪をも赦したまえ。 

我らを試（こころ）みにあわせず、 

悪より救いだしたまえ。 

国と力と栄えとは、 

限りなく汝（なんじ）のものなればなり。 

アーメン。 

【使徒信条】 

我は天地の造り主ぬし、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの

主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊（せいれい）によりてやどり、処

女（おとめ）マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、死にて葬られ、陰府（よみ）にくだり、三日目に死人

のうちよりよみがへり、天に昇のぼり、全能の父なる神の右に座したまへ

り、かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審（さば）きたまわん。

我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し（ゆるし）、

身体（からだ）のよみがへり、永遠（とこしえ）の生命（いのち）を信

ず。 アーメン。 

【讃美歌８】 

１． きよきみつかいよ かみをたたえよ、 

月も日もほしも よろこびうたえ。 

かみはあめつちを つくりたまいて 

とわのおきてもて おさめたまえり。 

２． かみにたよる民 つみと死に勝ち 

ともによろこびて 代々にたたえよ、 

みいつたぐいなく めぐみつきせぬ 

かみの大御名（おおみな）を もろびと褒めよ。 

 

【讃美歌 276】 

１． ひかりとやみとの ゆきかうちまた、 

いずれのかたにか つくべきわが身、 

燃えたついのちを みまえにささげ 

今しも行かばや、まことの道を。 

２． ほまれとさかえを うくるはたれぞ、 

ときわのかむりを うくるはたれぞ、 

義を見ていさむる ますらおなれや、 

臆（おく）するものには 悔いのみのこる。 

 


